














































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は⑤
画像の量子化レベル（階調数）を上げると、表現できる色の段階が細かくなり、色の濃淡
やグラデーションをより忠実に再現できるようになる。

●問題Ⅲ-2
正解は④
逆ポーランド記法の式を順次スタックで評価・計算すると、得られる結果は32となる。

●問題Ⅲ-3
正解は④
多層ニューラルネットワークにおいて活性化関数に線形関数を用いると、何層重ねても単
一の線形変換と等価になり、多層構造による表現力の向上が得られなくなる。

●問題Ⅲ-4
正解は③
深さ優先探索の再帰呼び出しでは、子ノードの隣接リストmm[i]と、深さを1増やしたd+1
を渡して実行するため、空欄【ア】にはtsearch(mm[i], d+1)が入る。

●問題Ⅲ-5
正解は④
学生は複数の講義を履修し、講義にも複数の学生が受講するため、行を一意に特定する主
キー（プライマリキー）には「学生番号」と「講義名」の複合主キーが適切である。

●問題Ⅲ-6
正解は②
即値アドレス方式は、命令のアドレス部に実際のデータ（オペランド）そのものが格納さ
れており、これを定数として直接演算に利用する方式である。

●問題Ⅲ-7
正解は①
マルチコアプロセッサにおいて、タスクやスレッドを各コアへ割り当てるスケジューリン
グはオペレーティングシステム（OS）が行う。CPU自身が自動的に割り当てるわけではな
い。

●問題Ⅲ-8
正解は②
ある大きな音によって、その周囲の周波数や時間的に前後の微小な音が聞き取れなくなる
人間の聴覚特性をマスキング効果と呼ぶ。

●問題Ⅲ-9
正解は②
Linux等のOSにおいて、アクセスした仮想記憶ページが物理メモリ上に存在しない場合、
CPU例外であるページフォールト割り込みが発生してOSがページをロードする。

●問題Ⅲ-10
正解は④
有限バッファの生産者・消費者問題において、生産者は空き枠を待つP(f)とデータ生成通
知V(e)を行い、消費者はデータ待ちP(e)と空き枠通知V(f)を行う。

●問題Ⅲ-11
正解は④
PC並列の稼働率は1-(1-0.95)^2=0.9975、プリンタ並列は1-(1-0.9)^2=0.99である。これ
らとファイルサーバ0.99を直列接続した稼働率は約0.98となる。

●問題Ⅲ-12



正解は④
コンパイル処理は、ソースコードからトークンを切り出す字句解析器（A）、トークン列
から構文木を構築する構文解析器（B）、オブジェクトを生成するコード生成器（C）の順
に進む。

●問題Ⅲ-13
正解は②
過学習はモデルの自由度が高すぎることが一因である。パラメータ数を大量に増やして表
現力を高める変更は、過学習をさらに悪化させるため抑制法として不適切である。

●問題Ⅲ-14
正解は①
GPUはSIMD型の超並列浮動小数点演算に特化したアクセラレータであり、OSの制御や複雑
な分岐処理等を含む汎用処理を担うCPUを完全に置き換えるものではない。

●問題Ⅲ-15
正解は④
JIS X 25010において「使用性」は、利用者がシステムを有効・効率的かつ満足して利用
できる度合いである。視認性の高いUIや分かりやすいヘルプの提供が該当する。

●問題Ⅲ-16
正解は①
プログラムの修正後に、変更を加えていない既存のプログラム部分に予期せぬ欠陥や影響
が生じていないかを確認するために再実行するテストを回帰テストと呼ぶ。

●問題Ⅲ-17
正解は②
ゾーンFはレビュー工数密度が高くレビュー指摘密度も高い領域である。多大な工数をか
けて欠陥が大量に指摘されているため、前工程の検討不足や設計不良が疑われる。

●問題Ⅲ-18
正解は③
リファクタリングは外部から見た振る舞いを維持したまま内部構造を整理・改善する手法
であり、コードの可読性や保守性が高まり将来の機能追加を容易にする効果がある。

●問題Ⅲ-19
正解は⑤
ソフトウェアには摩耗や劣化といった物理的故障が存在しないため、ソフトウェアのリス
クや安全性は故障率ではなく、アーキテクチャや開発プロセスの質で評価する。

●問題Ⅲ-20
正解は①
テスト駆動開発（TDD）は、「失敗するテストを書く→テストを通す最小限の実装をする
→コードをリファクタリングする」という3ステップのサイクルを反復して進める。

●問題Ⅲ-21
正解は④
シーケンス図において、会員オブジェクトと蔵書オブジェクトの間で直接のメッセージ送
受信が行われていないため、両クラス間に直接の関連は存在しない。

●問題Ⅲ-22
正解は①
ITS（高度道路交通システム）は、最先端の情報通信技術を活用して人・道路・車両をネ
ットワークで結び、交通事故や渋滞、環境負荷等の道路交通問題の解決を図るシステムで
ある。

●問題Ⅲ-23
正解は②



JIS X 0001において情報システムは、「情報処理システムと、これに関連する人的資源、
技術的資源、財的資源などの組織上の資源とからなり、情報を提供し配布するもの」と定
義されている。

●問題Ⅲ-24
正解は⑤
著作権法第10条第3項において、プログラム言語、規約（プロトコル）、および解法（ア
ルゴリズム）は著作権法による保護の対象外と明記されている。

●問題Ⅲ-25
正解は①
専門家が経験則に基づき評価する(a)は(i)、認知モデルで評価する(b)は(ii)、疑似動作
させる(c)は(iii)、規準を照合する(d)は(iv)、被験者が操作する(e)は(v)である。

●問題Ⅲ-26
正解は⑤
公開鍵暗号方式による秘匿通信では、送信者Aは受信者Bの公開鍵で暗号化して送信し、受
信者Bは自身のみが保持する秘密鍵を用いて復号を行う。

●問題Ⅲ-27
正解は⑤
ゼロトラストの原則では、すべてのアクセスを疑い、リソースへのアクセスを許可する「
前」に、厳格かつ動的な認証と認可を毎回必ず実施することが求められる。

●問題Ⅲ-28
正解は④
CVSS（共通脆弱性評価システム）は、特定のベンダーに依存しないオープンで包括的かつ
汎用的な脆弱性の深刻度評価手法である。

●問題Ⅲ-29
正解は③
情報通信技術（ICT）を利用できる人と利用できない人との間に生じる、情報格差やそれ
に伴う社会的・経済的な不利益・格差をデジタルデバイドと呼ぶ。

●問題Ⅲ-30
正解は②
同一の物理スイッチ上で端末を論理的なグループに分割し、グループ内通信のみを許可し
てグループ間の通信を遮断・隔離する機能はVLANである。

●問題Ⅲ-31
正解は①
プレフィックス長/18のサブネット範囲は192.168.64.0から192.168.127.255までである。
この範囲内でホストに割り当て可能なIPアドレスは192.168.80.0となる。

●問題Ⅲ-32
正解は③
TCPは信頼性の高い通信を提供するためのコネクション型プロトコルである。コネクショ
ンレス型はUDPの特徴であり、TCPの機構としては不適切である。

●問題Ⅲ-33
正解は②
レイヤ2スイッチは、データリンク層で動作し、イーサネットフレームのヘッダに含まれ
る6オクテット（48ビット）のMACアドレスを参照して転送先ポートを決定する。

●問題Ⅲ-34
正解は④
URLLC（超高信頼低遅延通信）は、必ずしもミリ波帯に限定されるものではなく、Sub-6（
6GHz未満）等の周波数帯でも短フレーム化や優先制御技術を用いて実現可能である。



●問題Ⅲ-35
正解は④
IEEE 802.11ax（Wi-Fi 6）では、OFDMA（直交周波数分割多元接続）の導入によりサブキ
ャリアを細分化したリソースユニットを各端末に割り当て、同時通信を可能にしている。


